




















       平成18年度生まれ（令和６年４月１日現在17歳）と30年前の昭和51年度生まれ（親の世代）

    の発育量を比べると，年間発育量が最大となる時期は，男子については平成18年度生まれが １１

    歳 ，昭和51年度生まれは１２歳となっている。

　　　女子については，年間発育量が最大になる時期は，平成18年度生まれが１１歳， 昭和51年度

　　生まれも１１歳となっている。また，平成18年度生まれの最大の発育量を示す年齢は， 男子も女

　　子も11歳となっている。

表６　　平成18年度生まれと昭和51年度生まれの者の年間発育量の比較（体重）（ｋｇ）

昭和51年度生まれ 平成18年度生まれ 昭和51年度生まれ 平成18年度生まれ

（親の世代の１７歳） （令和６年度１７歳） （親の世代の１７歳） （令和６年度１７歳）

43.5 43.7 35.0 34.6

1.9 2.4 1.5 2.5

６歳時 2.2 2.6 2.6 2.4

７　〃 3.3 3.2 3.0 3.0

８　〃 2.5 2.9 3.1 3.5

９　〃 3.6 3.9 4.3 4.7

１０　〃 3.9 3.9 4.6 4.7

１１　〃 5.1 6.1 5.4 5.0

１２　〃 6.6 5.7 3.7 3.5

１３　〃 5.2 5.3 3.2 3.4

１４　〃 4.9 5.0 2.1 0.5

１５　〃 3.8 1.5 1.3 1.6

１６　〃 0.5 1.2 0.2 △ 0.2

　　（注）　太字下線付部分は，年間発育量が最大となった時期の数値である。

　　（注）　年間発育量とは，例えば，平成18年度生まれの者の｢５歳時｣の年間発育量は，平成25年度

　　　　　調査 ６歳の者の体重から平成24年度調査 ５歳の者の体重を引いたものである。

０歳 平成18年度生まれ

５歳 平成23年度年齢 (平成24年度調査)

６歳 平成24年度年齢 (平成25年度調査)

　図５　平成18年度生まれと昭和51年度生まれの者の年間発育量の比較（体重）

    ※調査数が全生徒数の７．４％であることや調査対象者が毎年変わることから発育量がマイナスと
　　　なることがあります。
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